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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された新たな振興計画（素案）につ

いて、環境部会における調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 環境部会の概要

⑴ 環境部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、環境部会は「公害防止、

廃棄物対策、環境保全、自然景観の保全等に関すること」を所掌すること

とされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 環境部会の調査審議箇所について

新たな振興計画（素案）のうち、環境部会における調査審議箇所につい

ては、次のとおりである。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第４章 基本施策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴ 世界に誇れる島しょ型環境モデル地域の形成

ア 脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進

① 再生可能エネルギー等のクリーンなエネルギーの導入促進

③ 低炭素化及び省エネルギー化の促進

イ 社会生活における資源循環の推進

① 廃棄物の３Rの推進

② 効率的な廃棄物処理体制の推進

③ 食品ロス削減の推進

④ 脱プラスチック社会の推進

⑵ 自然環境の保全・再生・継承及び持続可能な利用

ア 自然環境・生物多様性の保全・継承

① 世界自然遺産や自然公園の適正管理

② 希少野生動植物種や沖縄固有種の保護対策、外来生物対策

の推進

③ アジアの自然史科学の拠点「国立沖縄自然史博物館」の設

置促進

イ 水域・陸域・大気・土壌環境の保全・再生

① 水質汚濁対策

② 土壌汚染対策

③ 大気環境保全

④ 自然環境再生の推進

⑤ 環境影響評価制度の推進

ウ 多様な主体による環境保全等に向けた活動の推進
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① 環境保全等に対する県民参画の推進

② 環境保全の意欲の醸成

⑶ 持続可能な海洋共生社会の構築

ア 海洋島しょ圏としてのSDGｓへの貢献

① 海洋保護区と総合的な沿岸管理の推進

② 海洋ごみ問題への対応

③ サンゴ礁、藻場、干潟等の保全と再生

④ 赤土等流出防止に向けた総合対策

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑺ 離島における安全・安心の確保と魅力ある生活環境の創出

イ 安全・安心な生活を支えるインフラの整備

④ 効率的な廃棄物処理施設の整備促進

⑼ 米軍基地から派生する諸問題及び戦後処理問題の解決

ア 米軍基地から派生する諸問題の解決に向けた対応

② 米軍基地の運用に伴う航空機騒音等の問題への対応

③ 米軍活動に起因する環境汚染への対応

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑵ 世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革

イ SDGｓに適応する観光ブランド力の強化

① サステナブル・ツーリズムの推進

② 持続的観光指標の設定と観光管理の体制構築

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑶ 世界の島しょ地域等との国際協力活動と国際的課題への貢献

ア 多様な分野における国際協力・貢献活動の推進

① 環境・エネルギー分野における国際協力の推進

○第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

１ 県土全体の基本方向

⑶ 広大な海域の保全・活用

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

⑵ 中部圏域

⑶ 南部圏域

⑷ 宮古圏域

⑸ 八重山圏域

⑶ 環境部会の構成について

環境部会の構成は次のとおりである。

◎宮城 邦治 沖縄国際大学名誉教授

○竹村 明洋 琉球大学理学部教授
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赤嶺 太介 一般社団法人沖縄県産業資源循環協会会長

大島 順子 琉球大学国際地域創造学部准教授

平良 喜一 公益社団法人沖縄県緑化推進委員会理事長

高平 兼司 沖縄県地球温暖化防止活動推進センター長

中村 崇 琉球大学理学部准教授

羽田 麻美 琉球大学国際地域創造学部准教授

比嘉 明美 元沖縄県農業研究センター名護支所長

藤田 喜久 沖縄県立芸術大学全学教育センター教授

山川 彩子 沖縄国際大学経済学部准教授

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 環境部会の開催実績について

環境部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回環境部会

日時：令和３年７月21日（水）13:00～16:00

場所：県庁12階 企業局第１・２会議室

※ 台風により延期

〇第１・２回環境部会

日時：令和３年８月13日（金）13:00～16:30

場所：沖縄県自治研修所 ４階401・402研修室

議題：

１ 環境部会の進め方について

２ 審議

⑴ 基本施策１－⑴

ア 脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進

イ 社会生活における資源循環の推進

⑵ 基本施策１－⑵

ア 自然環境・生物多様性の保全・継承

イ 水域・陸域・大気・土壌環境の保全・再生

ウ 多様な主体による環境保全等に向けた活動の推進

⑶ 基本施策３－⑵

イ SDGｓに適応する観光ブランド力の強化

〇第３回環境部会

日時：令和３年８月26日（木）13:30～16:30

場所：沖縄県庁12階 企業局第１・２会議室

議題：

１ 第１・第２回環境部会意見への対応方針について
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２ 審議

⑴ 基本施策１－⑶

ア 海洋島しょ圏としてのSDGｓへの貢献

⑵ 基本施策２－⑺

イ－④ 効率的な廃棄物処理施設の整備促進

⑶ 環境部会における展望値に関する主な指標について

〇第４回環境部会

日時：令和３年９月７日（火）13:30～16:30

場所：自治会館 第５・第６会議室

議題：

１ 前回までの環境会意見への対応方針について

２ 審議

⑴ 基本施策２－⑼

ア－② 米軍基地の運用に伴う航空機騒音等の問題への対応

ア－③ 米軍活動に起因する環境汚染への対応

⑵ 第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

⑶ その他、環境部会が所掌する施策

〇第５回環境部会

日時：令和３年11月17日（水）14:00～17:00

場所：沖縄県教職員共済会館「八汐荘」４階中会議室

議題：

１ 中間報告検討中事項について

２ 新たな振興計画（中間取りまとめ）について

３ 展望値（温室効果ガス削減量）について

３ 環境部会における調査審議結果

⑴ 新たな振興計画（素案）等に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）に対する修正意見については、別紙１－１（新

たな振興計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（環境部会））のと

おり、新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見については、

別紙１－２（新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見審議結

果一覧（環境部会））のとおり取りまとめた。

⑵ 関連体系図（案）に対する修正意見について

関連体系図（案）に対する修正意見については、別紙２（関連体系図（案）

に対する修正意見審議結果一覧（環境部会））のとおり取りまとめた。
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⑶ 自由意見について

調査審議の過程における⑴及び⑵以外の意見については、別紙３（自由

意見の一覧（環境部会））のとおり取りまとめた。
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の
Ｃ

ｏ
２

排
出

量
に

お
い

て
運

輸
部

門
の

比
率

は
高

い
。

そ
の

排
出

元
に

は
航

空
機

と
船

舶
も

含
ま

れ
て

い
る

が
、

素
案

は
触

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
ト

ラ
ッ

ク
に

つ
い

て
も

明
言

し
た

方
が

良
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

記
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

7
4

3
1

2
0

高
度

化
等

に
取

り
組

む
。

高
度

化
等

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

航
空

機
・

船
舶

の
脱

炭
素

化
に

つ
い

て
も

国
と

連
携

し
て

取
り

組
む

。

県
内

の
Ｃ

ｏ
２

排
出

量
に

お
い

て
運

輸
部

門
の

比
率

は
高

い
。

そ
の

排
出

元
に

は
航

空
機

と
船

舶
も

含
ま

れ
て

い
る

が
、

素
案

は
触

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
ト

ラ
ッ

ク
に

つ
い

て
も

明
言

し
た

方
が

良
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

記
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

8
4

3
1
、

　
3
2

3
0
、

3
1
、

1
本

県
は

、
狭

あ
い

な
島

し
ょ

性
に

よ
り

環
境

負
荷

に
脆

弱
な

特
性

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
廃

棄
物

３
R

（
リ

ユ
ー

ス
、

リ
デ

ュ
ー

ス
、

リ
サ

イ
ク

ル
）
の

積
極

的
な

推
進

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

食
品

ロ
ス

削
減

等
の

再
生

利
用

等
に

対
す

る
県

民
意

識
の

向
上

に
取

り
組

む

本
県

は
、

狭
あ

い
な

島
し

ょ
性

に
よ

り
環

境
負

荷
に

脆
弱

な
特

性
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

廃
棄

物
の

①
発

生
抑

制
（
リ

デ
ュ

ー
ス

）
、

②
再

使
用

（
リ

ユ
ー

ス
）
、

③
再

生
利

用
（
マ

テ
リ

ア
ル

リ
サ

イ
ク

ル
）
、

④
熱

回
収

（
サ

ー
マ

ル
リ

カ
バ

リ
ー

）
、

⑤
適

正
処

分
を

優
先

順
位

と
し

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

再
利

用
等

に
対

す
る

県
民

意
識

の
向

上
に

取
り

組
む

。

廃
棄

物
処

理
は

環
境

配
慮

を
踏

ま
え

た
処

理
に

関
す

る
優

先
順

位
が

重
要

で
あ

り
、

修
正

分
に

つ
い

て
は

国
も

示
し

て
い

る
。

　
島

し
ょ

型
環

境
モ

デ
ル

地
域

を
目

指
す

沖
縄

は
、

ま
ず

国
の

方
向

に
合

致
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

市
町

村
や

民
間

企
業

に
対

し
て

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

出
す

意
味

で
も

優
先

順
位

を
明

確
に

し
た

方
が

良
い

と
思

う
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。
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－

１
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章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
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修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
4

3
2

4
～

一
般

廃
棄

物
の

効
果

的
な

排
出

抑
制

に
取

り
組

む
ほ

か
、

産
業

廃
棄

物
に

つ
い

て
は

、
産

業
廃

棄
物

税
の

活
用

等
に

よ
る

排
出

抑
制

に
取

り
組

む

～
一

般
廃

棄
物

の
効

果
的

な
排

出
抑

制
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
産

業
廃

棄
物

税
の

活
用

等
に

よ
る

産
業

廃
棄

物
の

排
出

抑
制

、
廃

棄
物

の
処

理
に

関
す

る
啓

発
に

取
り

組
む

。

廃
棄

物
処

理
は

処
理

だ
け

で
な

く
法

律
も

厳
し

く
複

雑
で

あ
る

。
そ

の
啓

発
に

係
る

費
用

が
必

要
だ

と
考

え
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

1
0

4
3
2

1
本

文
な

し
（
追

加
）

食
品

廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

推
進

し
、

農
業

、
加

工
・
製

造
、

小
売

に
お

け
る

持
続

可
能

な
資

源
循

環
（
食

品
リ

サ
イ

ク
ル

ル
ー

プ
）
の

促
進

に
取

り
組

む
。

全
て

の
食

品
ロ

ス
の

削
減

の
み

だ
け

で
は

現
実

的
で

は
な

い
た

め
、

食
品

系
廃

棄
物

の
再

利
用

も
取

り
入

れ
る

べ
き

と
考

え
る

。

【
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

欄
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

1
1

4
3
2

9
良

好
な

水
環

境
の

構
築

に
向

け
て

は
、

下
水

処
理

水
を

高
度

処
理

し
た

再
生

利
用

水
の

利
用

促
進

を
図

る
な

ど
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

水
資

源
の

有
効

利
用

に
取

り
組

む
。

良
好

な
水

環
境

の
構

築
に

向
け

て
は

、
下

水
処

理
水

を
高

度
処

理
し

た
再

生
水

及
び

雨
水

の
利

用
促

進
を

図
る

な
ど

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
水

資
源

の
有

効
利

用
に

取
り

組
む

。

島
し

ょ
の

沖
縄

県
な

ら
で

は
の

水
問

題
に

雨
水

の
有

効
利

用
も

あ
る

の
で

は
と

考
え

ま
す

。

再
生

利
用

水
で

は
分

か
り

づ
ら

い

ま
た

、
再

生
利

用
水

の
利

用
に

つ
い

て
は

安
全

性
、

コ
ス

ト
が

問
題

に
な

る
の

で
は

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

1
2

4
3
2

9
良

好
な

水
環

境
の

構
築

に
向

け
て

は
、

下
水

処
理

水
を

高
度

処
理

し
た

再
生

利
用

水
の

利
用

促
進

を
図

る
な

ど
～

－
再

生
利

用
水

の
利

用
促

進
は

本
当

に
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
た

だ
書

く
だ

け
で

は
な

く
て

、
再

生
利

用
水

を
本

当
に

活
用

し
て

い
く
の

で
あ

れ
ば

低
コ

ス
ト

化
と

い
う

の
は

避
け

て
通

れ
な

い
た

め
、

安
全

性
や

コ
ス

ト
の

問
題

に
つ

い
て

あ
る

程
度

言
及

し
な

が
ら

追
記

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
再

生
水

の
低

コ
ス

ト
化

」
に

つ
い

て
は

、
下

水
道

課
か

ら
、

「
再

生
水

事
業

は
水

質
基

準
を

満
た

す
と

と
も

に
、

そ
の

普
及

促
進

を
考

慮
し

た
単

価
を

設
定

し
、

水
資

源
を

有
効

活
用

す
る

よ
う

政
策

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
も

の
で

あ
り

、
コ

ス
ト

に
関

す
る

記
述

は
馴

染
ま

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 」

と
の

回
答

が
あ

り
ま

し
た

。

1
2

4
3
5

1
3

街
路

樹
の

適
正

な
管

理
等

に
取

り
組

む
。

街
路

樹
を

含
む

歩
道

空
間

の
適

正
管

理
に

取
り

組
む

。
誰

も
が

安
全

で
快

適
に

移
動

で
き

る
空

間
を

創
出

す
る

た
め

に
は

街
路

樹
だ

け
で

は
な

く
歩

道
に

付
随

す
る

緑
地

帯
の

雑
草

問
題

な
ど

も
含

ま
れ

る
。

基
盤

整
備

部
会

へ
申

し
送

り
ま

す
。
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１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3

4
3
3

5
自

然
環

境
に

優
し

い
生

分
解

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
な

ど
新

し
い

代
替

素
材

の
研

究
開

発
の

促
進

、
普

及
啓

発
等

に
取

り
組

む
。

自
然

環
境

に
優

し
い

生
分

解
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

な
ど

新
し

い
代

替
素

材
、

低
コ

ス
ト

化
の

研
究

開
発

の
促

進
、

普
及

啓
発

等
に

取
り

組
む

。

新
し

い
素

材
と

既
存

素
材

の
代

替
に

お
い

て
普

及
の

た
め

に
は

コ
ス

ト
が

重
要

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

1
4

4
3
5

1
3

－
－

道
路

河
川

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

か
ら

す
れ

ば
、

正
直

に
言

っ
て

こ
ん

な
に

大
き

な
街

路
樹

は
邪

魔
だ

と
い

う
意

見
等

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

沖
縄

に
合

っ
た

街
路

樹
の

在
り

方
を

環
境

部
が

全
体

に
し

っ
か

り
と

サ
ジ

ェ
ス

チ
ョ

ン
す

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

3
4
頁

2
8
行

目
以

降
に

考
え

方
を

示
し

て
お

り
ま

す
。

沖
縄

ら
し

い
花

と
緑

に
あ

ふ
れ

た
道

路
飾

花
、

街
路

樹
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

検
討

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

1
5

4
3
5

1
3

-
-

適
正

な
管

理
に

日
陰

の
意

味
合

い
も

入
れ

ら
れ

る
か

【
原

文
の

と
お

り
】

3
5
頁

1
行

目
以

降
に

考
え

方
を

示
し

て
お

り
ま

す
。

1
6

4
3
6

7
(①

世
界

自
然

遺
産

や
自

然
公

園
の

適
正

管
理

)
*
3
6
ｐ
・
1
2
行

目
以

降
（
①

世
界

自
然

遺
産

や
自

然
公

園
の

適
正

管
理

）
に

追
加

□
国

、
教

育
機

関
、

研
究

機
関

等
と

連
携

し
、

自
然

環
境

の
保

全
を

図
る

た
め

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
科

学
的

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

世
界

自
然

遺
産

の
次

世
代

へ
の

継
承

を
目

的
と

し
た

人
材

育
成

、
児

童
生

徒
へ

の
環

境
教

育
に

取
り

組
む

。

専
門

的
知

識
を

最
も

必
要

と
す

る
分

野
な

の
で

、
O

IS
T
や

琉
球

大
学

等
の

「
学

」
と

の
共

同
管

理
も

必
要

な
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

（
補

足
）

●
本

年
8
月

1
9
日

に
、

国
（
環

境
省

、
林

野
庁

）
、

県
、

O
IS

T
、

琉
球

大
学

等
の

７
者

で
「
沖

縄
島

北
部

及
び

西
表

島
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

地
に

お
け

る
保

全
管

理
の

た
め

の
連

携
と

協
力

に
関

す
る

協
定

」
を

締
結

し
、

登
録

地
に

お
い

て
長

期
的

な
研

究
を

促
進

し
、

①
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

科
学

的
な

管
理

の
基

盤
を

整
備

し
て

登
録

地
に

お
け

る
保

全
管

理
等

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

②
保

全
管

理
等

の
担

い
手

と
し

て
の

若
い

世
代

や
地

域
の

人
材

の
育

成
を

図
っ

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

1
7

4
3
6

1
0

□
　

固
有

性
の

高
い

生
態

系
と

世
界

的
に

見
て

も
生

物
多

様
性

の
保

全
上

重
要

な
地

域
と

し
て

、
鹿

児
島

県
の

奄
美

大
島

、
徳

之
島

と
と

も
に

、
沖

縄
島

北
部

及
び

西
表

島
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

を
見

据
え

、
そ

の
普

遍
的

価
値

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
自

然
環

境
保

全
の

体
制

及
び

適
正

な
観

光
地

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
取

り
組

む
。

□
　

固
有

性
の

高
い

生
態

系
と

世
界

的
に

見
て

も
生

物
多

様
性

の
保

全
上

重
要

な
地

域
と

し
て

、
鹿

児
島

の
奄

美
大

島
、

徳
之

島
と

と
も

に
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

の
世

界
自

然
遺

産
登

録
地

で
は

、
そ

の
普

遍
的

価
値

を
維

持
で

き
る

よ
う

…
。

世
界

遺
産

の
登

録
に

関
す

る
記

載
に

つ
い

て
は

、
す

で
に

登
録

が
さ

れ
て

い
る

の
で

時
点

に
併

せ
た

記
載

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

該
当

箇
所

を
修

正
】

（
補

足
）

*
そ

の
他

の
箇

所
（
P

1
9
9
、

P
2
3
1
,P

2
3
2
）
も

遺
産

登
録

に
あ

わ
せ

た
内

容
に

修
正

し
ま

す
。

9



別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
8

4
3
6

1
1

□
…

そ
の

普
遍

的
価

値
を

維
持

で
き

る
よ

う
、

自
然

環
境

の
保

全
の

体
制

及
び

適
正

な
観

光
地

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
取

り
組

む
。

□
…

そ
の

普
遍

的
価

値
を

維
持

で
き

る
よ

う
、

自
然

環
境

の
保

全
体

制
の

構
築

及
び

適
正

な
観

光
管

理
に

取
り

組
む

。

世
界

自
然

遺
産

は
、

観
光

地
と

し
て

の
意

義
よ

り
、

生
態

系
保

全
の

意
義

が
先

と
思

わ
れ

る
の

で
、

適
正

管
理

は
必

要
だ

か
、

観
光

地
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

用
語

を
変

更
し

た
方

が
良

い
と

思
う

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

該
当

箇
所

を
修

正
】

（
補

足
）

*
遺

産
地

域
を

「
観

光
地

」
と

し
て

管
理

す
る

も
の

で
は

な
く
、

生
物

多
様

性
の

維
持

と
適

正
利

用
の

両
立

を
図

る
趣

旨
で

す
。

*
遺

産
登

録
に

あ
た

り
「
適

切
な

観
光

管
理

（
特

に
西

表
島

）
」
に

つ
い

て
、

世
界

遺
産

委
員

会
よ

り
要

請
が

あ
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
県

で
は

、
自

然
を

損
な

う
こ

と
な

く
持

続
的

な
利

用
を

実
現

す
る

た
め

、
国

や
地

元
と

協
力

し
、

令
和

２
年

に
観

光
管

理
計

画
を

策
定

し
て

、
同

計
画

に
基

づ
き

関
係

者
が

役
割

に
応

じ
た

対
策

を
講

じ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

1
9

4
3
6

1
2

（
遺

産
室

で
3
6
頁

1
2
行

目
以

降
に

追
記

す
る

と
し

た
内

容
に

つ
い

て
）

*
3
6
ｐ
・
1
2
行

目
以

降
（
①

世
界

自
然

遺
産

や
自

然
公

園
の

適
正

管
理

）
に

追
加

□
地

域
住

民
や

県
民

、
観

光
客

に
対

す
る

生
物

多
様

性
の

保
全

や
マ

ナ
ー

・
ル

ー
ル

に
つ

い
て

、
空

港
、

港
湾

、
地

域
の

観
光

拠
点

や
県

内
外

の
観

光
事

業
者

等
と

の
連

携
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

啓
発

に
取

り
組

む
。

地
域

住
民

を
含

め
た

県
民

や
観

光
客

に
対

す
る

生
物

多
様

性
の

保
全

や
マ

ナ
ー

・
ル

ー
ル

の
啓

発
に

取
り

組
む

と
の

こ
と

だ
が

、
ど

こ
で

マ
ナ

ー
・
ル

ー
ル

等
の

啓
発

を
行

う
の

か
。

場
所

に
つ

い
て

追
記

し
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

2
0

4
3
6

1
8
-

□
県

内
に

生
息

す
る

希
少

生
物

種
の

生
態

、
生

息
域

、
個

体
数

等
の

現
状

を
的

確
に

把
握

し
、

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
設

置
等

に
よ

る
希

少
種

の
ロ

ー
ド

キ
ル

対
策

に
取

り
組

む
。

□
人

為
的

に
持

ち
込

ま
れ

た
外

来
種

の
生

息
状

況
や

外
来

種
に

よ
る

被
害

状
況

等
の

調
査

を
実

施
し

、
調

査
結

果
に

基
づ

く
効

果
的

な
捕

獲
手

法
の

実
践

等
を

通
し

、
外

来
種

の
駆

除
及

び
侵

入
並

び
に

定
着

の
防

止
に

取
り

組
む

。

□
希

少
動

物
の

脅
威

と
な

る
密

猟
・
盗

採
や

ノ
イ

ヌ
・
ノ

ネ
コ

に
よ

る
捕

食
被

害
の

抑
制

に
向

け
、

自
然

保
護

地
域

に
お

け
る

巡
回

・
巡

視
の

強
化

に
取

り
組

む
。

□
県

内
に

生
息

す
る

希
少

生
物

種
の

生
態

、
生

息
域

、
個

体
数

等
の

現
状

を
的

確
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
増

減
の

原
因

等
の

分
析

を
行

い
、

効
果

的
な

保
護

対
策

に
取

り
組

む
。

□
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
の

設
置

や
側

溝
改

良
、

ゼ
ブ

ラ
舗

装
等

に
よ

る
イ

リ
オ

モ
テ

ヤ
マ

ネ
コ

・
ヤ

ン
バ

ル
ク

イ
ナ

等
希

少
生

物
種

の
ロ

ー
ド

キ
ル

防
止

に
取

り
組

む
。

　
ま

た
、

橋
梁

な
ど

道
路

構
造

の
改

良
に

つ
い

て
の

検
討

に
取

り
組

む
。

□
外

来
種

の
生

息
状

況
や

外
来

種
に

よ
る

被
害

状
況

等
の

調
査

を
実

施
し

、
調

査
結

果
に

基
づ

く
効

果
的

な
捕

獲
手

法
の

実
践

等
を

通
し

、
マ

ン
グ

ー
ス

等
の

外
来

種
の

駆
除

及
び

侵
入

並
び

に
定

着
の

防
止

に
取

り
組

む
。

□
ノ

イ
ヌ

・
ノ

ネ
コ

の
捕

獲
と

あ
わ

せ
て

、
飼

い
犬

・
飼

い
猫

の
野

生
化

防
止

対
策

の
強

化
に

取
り

組
む

。

□
密

猟
・
盗

採
や

廃
棄

物
の

投
棄

等
人

為
的

な
影

響
の

抑
制

に
向

け
、

自
然

保
護

地
域

に
お

け
る

巡
回

の
強

化
に

取
り

組
む

。

□
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

各
広

報
媒

体
を

活
用

し
て

、
希

少
種

の
保

護
対

策
、

密
猟

・
盗

採
防

止
対

策
、

外
来

種
対

策
等

の
普

及
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

。

設
置

さ
れ

た
後

に
使

わ
れ

て
い

る
の

か
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
数

字
が

あ
ま

り
出

て
き

て
い

な
い

の
で

、
今

後
世

界
自

然
遺

産
に

登
録

さ
れ

た
後

は
定

期
的

に
報

告
義

務
も

あ
る

と
い

う
こ

と
か

ら
、

ロ
ー

ド
キ

ル
の

防
止

に
取

り
組

む
だ

け
で

は
な

く
て

、
例

え
ば

防
止

及
び

成
果

の
確

認
な

ど
、

使
っ

て
い

る
状

況
は

ど
う

な
の

か
と

い
う

こ
と

が
分

か
る

こ
と

も
文

言
の

中
に

含
め

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

左
記

の
と

お
り

整
理

・
修

正
す

る
】

（
補

足
）

ロ
ー

ド
キ

ル
対

策
も

含
め

た
各

希
少

種
保

護
対

策
に

つ
い

て
は

、
生

態
等

の
把

握
や

増
減

の
原

因
の

分
析

に
努

め
、

効
果

的
な

対
策

に
反

映
さ

せ
て

い
き

ま
す

。
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別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
1

4
3
6

1
7

②
　

希
少

野
生

動
植

物
や

沖
縄

固
有

種
の

保
護

対
策

～
Ｎ

ｏ
2
0
の

と
お

り
修

正
す

る
。

固
有

種
の

保
護

対
策

の
１

つ
と

し
て

人
為

的
に

持
ち

込
ま

れ
る

様
々

な
も

の
（
例

え
ば

ご
み

な
ど

）
の

影
響

を
い

か
に

抑
え

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

が
今

後
重

要
に

な
っ

て
く
る

だ
ろ

う
と

考
え

ら
れ

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た

文
言

を
こ

こ
に

含
め

ら
れ

る
か

。

【
左

記
の

通
り

修
正

す
る

】

（
補

足
）

3
6
p
･1

8
行

目
で

、
各

種
調

査
に

お
い

て
希

少
生

物
種

の
実

態
等

を
的

確
に

把
握

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

そ
の

中
で

密
猟

・
盗

採
等

の
影

響
が

あ
れ

ば
、

具
体

的
施

策
に

反
映

さ
せ

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

2
2

4
3
6

1
8
-
1
9

「
県

内
に

生
息

す
る

希
少

生
物

種
の

生
態

、
生

息
域

、
個

体
数

等
の

現
状

を
的

確
に

把
握

し
、

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
設

置
等

に
よ

る
希

少
生

物
種

の
ロ

ー
ド

キ
ル

の
防

止
に

取
り

組
む

。
」

－
素

案
に

記
載

さ
れ

て
い

る
内

容
に

つ
い

て
デ

ー
タ

を
提

供
し

て
く
だ

さ
い

。
2
0
 に

よ
る

と
「
ど

の
よ

う
な

形
で

盛
り

込
め

る
か

検
討

中
で

す
。

」
と

い
う

こ
と

で
す

が
、

こ
れ

ま
で

設
置

し
て

き
た

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
設

置
数

と
そ

の
利

用
実

態
に

つ
い

て
の

デ
ー

タ
を

開
示

し
て

頂
き

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

【
原

文
の

と
お

り
】

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
設

置
数

と
そ

の
利

用
実

態
に

つ
い

て
の

デ
ー

タ
を

提
供

い
た

し
ま

す
。

2
3

4
3
6

2
3

□
人

為
的

に
持

ち
込

ま
れ

た
外

来
種

の
生

息
状

況
や

外
来

種
に

よ
る

被
害

状
況

等
の

調
査

を
実

施
し

、
調

査
結

果
に

基
づ

く
効

果
的

な
捕

獲
手

法
の

実
践

等
を

通
し

、
外

来
種

の
駆

除
及

並
び

に
侵

入
及

び
定

着
の

防
止

に
取

り
組

む
。

□
密

漁
・
盗

採
や

ノ
イ

ヌ
・
ノ

ネ
コ

に
よ

る
捕

食
被

害
の

抑
制

に
向

け
、

自
然

保
護

地
域

に
お

け
る

巡
回

・
巡

視
の

強
化

に
取

り
組

む

Ｎ
ｏ
2
0
の

と
お

り
修

正
す

る
。

巡
回

・
巡

視
に

よ
っ

て
希

少
な

昆
虫

等
の

生
息

数
が

本
当

に
守

ら
れ

て
数

が
維

持
で

き
て

い
る

の
か

、
生

息
数

を
減

ら
さ

な
い

事
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

、
併

せ
て

そ
う

い
う

調
査

も
や

っ
て

目
標

値
を

設
定

す
る

と
か

、
そ

う
い

う
も

の
に

つ
な

が
る

よ
う

な
表

現
が

適
し

て
い

る
。

【
左

記
の

通
り

修
正

す
る

】

（
補

足
）

3
6
p
･1

8
行

目
で

、
各

種
調

査
に

お
い

て
希

少
生

物
種

の
実

態
等

を
的

確
に

把
握

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

そ
の

中
で

密
猟

・
盗

採
等

の
影

響
が

あ
れ

ば
、

具
体

的
施

策
に

反
映

さ
せ

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

2
4

4
3
6

2
4

密
漁

・
盗

採
や

ノ
イ

ヌ
・
ノ

ネ
コ

に
よ

る
捕

食
被

害
の

抑
制

に
向

け
、

自
然

保
護

地
域

に
お

け
る

巡
回

・
巡

視
の

強
化

に
取

り
組

む

Ｎ
ｏ
2
0
の

と
お

り
修

正
す

る
。

抑
制

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

抑
制

に
向

け
た

巡
回

・
巡

視
で

は
な

く
て

、
ノ

イ
ヌ

・
ノ

ネ
コ

の
数

を
減

ら
す

よ
う

な
方

向
の

方
策

を
入

れ
て

い
く
ほ

う
が

、
も

う
少

し
世

界
自

然
遺

産
に

向
け

て
の

意
気

込
み

が
出

て
く
る

【
左

記
の

通
り

修
正

す
る

】

ノ
イ

ヌ
・
ノ

ネ
コ

等
の

外
来

種
に

つ
い

て
は

、
そ

の
数

を
減

ら
す

た
め

に
駆

除
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

P
3
6
・

2
1
行

に
具

体
的

に
示

す
こ

と
と

し
、

2
4
行

目
の

巡
回

の
取

組
か

ら
は

削
除

す
る

。

2
5

4
3
7

7
下

水
道

、
農

業
・
漁

業
集

落
排

水
施

設
、

合
併

処
理

浄
化

槽
な

ど
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
各

種
汚

水
処

理
施

設
の

～

－
海

の
ほ

う
か

ら
の

話
を

考
え

る
と

畜
産

の
と

こ
ろ

か
ら

入
っ

て
く
る

多
量

の
リ

ン
と

は
無

視
で

き
な

い
問

題
に

な
っ

て
き

て
い

る
と

こ
ろ

が
幾

つ
か

挙
げ

ら
れ

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
そ

の
辺

の
対

策
も

恐
ら

く
必

要
に

な
っ

て
く
る

。

下
水

道
、

農
業

・
漁

業
集

落
排

水
施

設
に

畜
産

も
加

え
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
家

畜
排

せ
つ

物
に

係
る

汚
水

処
理

施
設

の
整

備
や

資
源

循
環

サ
イ

ク
ル

の
確

保
に

つ
い

て
は

1
2
2
ペ

ー
ジ

2
5
行

目
に

記
載

さ
れ

て
お

り
ま

す
。
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別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
6

4
3
3

7
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

よ
る

海
洋

汚
染

に
つ

な
が

る
陸

域
で

の
ポ

イ
捨

て
行

為
の

防
止

対
策

に
取

り
組

む
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

等
に

よ
る

海
洋

汚
染

に
つ

な
が

る
陸

域
で

の
ポ

イ
捨

て
行

為
の

防
止

対
策

に
取

り
組

む
。

雨
水

幹
線

が
そ

の
ま

ま
海

に
流

れ
出

て
い

る
状

態
だ

と
思

い
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
経

て
生

活
排

水
や

ご
み

な
ど

が
海

に
流

出
す

る
こ

と
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
（
土

木
部

　
道

路
管

理
課

・
下

水
道

課
）

　
道

路
側

溝
に

つ
い

て
は

、
路

面
の

滞
水

に
よ

る
交

通
の

停
滞

や
ス

リ
ッ

プ
事

故
の

防
止

等
を

目
的

と
し

て
設

置
し

て
お

り
、

路
面

上
の

ご
み

や
土

砂
等

に
つ

い
て

は
、

側
溝

間
の

接
続

部
等

に
設

置
し

て
い

る
集

水
桝

に
堆

積
・
除

去
で

き
る

よ
う

計
画

・
管

理
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

ま
た

、
下

水
道

は
、

汚
水

と
雨

水
を

別
々

に
集

水
処

理
を

行
う

分
流

式
を

採
用

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
雨

水
幹

線
に

生
活

排
水

が
入

る
こ

と
は

無
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

※
雨

水
対

策
に

つ
い

て
は

、
素

案
7
8
頁

1
7
行

か
ら

記
載

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。

（
環

境
部

　
環

境
整

備
課

）
　

雨
水

幹
線

等
を

通
じ

た
海

域
へ

の
ご

み
流

出
対

策
と

し
て

は
、

左
欄

の
と

お
り

P
3
3
の

7
行

目
に

あ
る

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
等

に
よ

る
海

洋
汚

染
に

つ
な

が
る

陸
域

で
の

ボ
イ

捨
て

行
為

の
防

止
対

策
に

取
り

組
む

。
」
と

、
「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
」
の

後
ろ

に
「
等

」
を

追
記

し
、

こ
の

記
述

に
基

づ
き

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
ま

た
、

生
活

排
水

の
流

出
対

策
に

つ
い

て
は

、
P

3
7
_6

行
目

の
「
水

質
汚

濁
対

策
」
の

記
述

に
基

づ
き

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

2
7

4
3
7

3
1

自
然

石
等

を
用

い
た

河
川

護
岸

の
整

備
や

景
観

・
環

境
に

配
慮

し
た

多
自

然
川

づ
く
り

に
よ

り
、

河
川

の
水

辺
環

境
の

保
全

・
再

生
に

取
り

組
む

。

-
生

物
の

こ
と

を
考

え
る

と
、

河
川

構
造

物
に

つ
い

て
、

小
さ

な
堰

や
床

止
め

み
た

い
な

も
の

で
ち

ょ
っ

と
し

た
落

差
工

が
非

常
に

た
く
さ

ん
あ

り
、

沖
縄

の
河

川
の

多
様

性
は

確
実

に
失

わ
れ

て
い

る
。

そ
う

い
う

も
の

の
改

修
を

す
る

と
い

う
項

目
を

加
え

る
こ

と
で

、
自

然
環

境
と

い
う

意
味

で
の

再
生

に
つ

な
が

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
に

は
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

基
本

指
針

」
（
国

土
交

通
省

策
定

）
に

も
あ

る
と

お
り

床
止

め
等

の
横

断
工

作
物

の
採

用
を

避
け

る
こ

と
や

水
面

や
河

床
の

連
続

性
を

確
保

す
る

よ
う

努
め

る
こ

と
も

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

素
案

の
と

お
り

と
し

ま
す

。

2
8

4
3
7

3
1

自
然

石
等

を
用

い
た

河
川

護
岸

の
整

備
や

景
観

・
環

境
に

配
慮

し
た

多
自

然
川

づ
く
り

に
よ

り
、

河
川

の
水

辺
環

境
の

保
全

・
再

生
に

取
り

組
む

。

-
雨

水
冠

水
、

河
川

も
含

め
て

、
恐

ら
く
今

後
防

災
の

観
点

か
ら

、
大

雨
に

な
っ

た
と

き
に

雨
水

冠
水

が
オ

ー
バ

ー
し

て
、

そ
こ

で
内

水
氾

濫
が

起
こ

る
可

能
性

も
あ

る
。

こ
の

辺
り

防
災

と
い

う
捉

え
方

も
少

し
言

葉
で

入
れ

ら
れ

な
い

か
。

河
川

の
構

造
に

お
い

て
も

、
多

自
然

河
川

は
少

し
川

幅
を

広
げ

る
、

本
来

の
広

い
川

の
姿

も
含

め
た

意
味

、
こ

れ
は

防
災

の
観

点
か

ら
も

非
常

に
重

要
か

と
思

う
の

で
、

広
げ

る
と

い
う

言
葉

は
こ

こ
で

は
不

適
と

は
思

い
ま

す
が

、
環

境
や

防
災

に
も

配
慮

し
た

と
い

う
感

じ
で

つ
け

加
え

ら
れ

な
い

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

河
川

（
護

岸
）
の

防
災

機
能

に
つ

い
て

は
、

素
案

の
P

7
8

の
イ

-
①

「
社

会
基

盤
等

の
防

災
・
減

災
対

策
」
に

お
い

て
、

河
川

の
治

水
対

策
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

か
ら

素
案

の
と

お
り

と
し

ま
す

。
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別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
9

4
3
8

2
⑤

環
境

影
響

評
価

制
度

の
推

進
-

沖
縄

県
の

場
合

、
い

ろ
い

ろ
な

ア
セ

ス
事

業
が

多
く
あ

り
過

ぎ
、

そ
の

中
で

ど
れ

だ
け

環
境

保
全

へ
の

貢
献

が
で

き
る

か
と

い
う

と
、

ア
セ

ス
に

係
る

事
業

が
多

過
ぎ

る
と

い
う

の
も

あ
る

。
環

境
評

価
制

度
の

推
進

と
い

う
表

現
の

意
味

に
つ

い
て

聞
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

法
や

条
例

の
対

象
と

な
ら

な
い

小
規

模
開

発
に

つ
い

て
も

、
環

境
に

配
慮

し
た

事
業

と
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
簡

易
な

環
境

影
響

評
価

手
続

の
導

入
を

検
討

す
る

な
ど

、
今

後
、

環
境

影
響

評
価

制
度

の
拡

充
を

検
討

・
推

進
し

て
い

く
こ

と
を

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
0

4
3
8

1
6
＆

2
7

①
環

境
保

全
な

ど
に

対
す

る
県

民
参

画
の

推
進 ②

環
境

保
全

の
意

欲
の

醸
成

-
①

と
②

の
項

目
立

て
の

趣
旨

に
つ

い
て

確
認

さ
せ

て
く
だ

さ
い

。
記

載
内

容
か

ら
読

み
取

れ
る

の
は

、
①

は
県

民
が

環
境

保
全

に
関

わ
り

参
加

で
き

る
よ

う
な

“
場

の
創

出
”
や

計
画

づ
く

り
に

県
民

を
巻

き
込

む
と

い
う

こ
と

を
目

的
に

し
て

い
る

と
い

う
視

点
で

し
ょ

う
か

。
　

そ
れ

に
対

し
て

②
は

、
事

業
者

、
学

校
・
地

域
と

い
っ

た
対

象
者

に
分

け
た

“
取

組
み

内
容

”
に

焦
点

を
絞

っ
て

い
る

と
い

う
理

解
で

し
ょ

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

①
と

②
の

項
目

立
て

の
趣

旨
に

つ
い

て
は

、
ご

質
問

に
あ

る
と

お
り

で
す

。

3
1

4
3
8

2
7

②
環

境
保

全
の

意
足

の
醸

成
-

地
域

環
境

セ
ン

タ
ー

は
残

念
な

が
ら

県
民

の
中

で
な

か
な

か
周

知
徹

底
と

い
う

か
、

認
知

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
反

対
に

地
域

環
境

セ
ン

タ
ー

と
教

育
委

員
会

が
連

携
し

て
開

催
す

る
研

修
会

な
ど

が
幾

つ
あ

る
の

か
と

い
う

、
そ

れ
も

目
標

値
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
指

標
を

追
加

し
ま

す
。

3
2

4
3
8

2
8
-
2
9

環
境

保
全

型
自

然
体

験
活

動
に

関
わ

る
事

業
者

が
、

環
境

保
全

と
利

用
に

関
す

る
ル

ー
ル

を
事

業
者

間
で

自
主

的
に

策
定

・
締

結
す

る
保

全
利

用
協

定
の

締
結

促
進

に
取

り
組

む
。

-
・
既

に
取

り
組

ん
で

い
る

「
保

全
利

用
協

定
」
に

つ
い

て
、

継
続

し
て

い
く
方

向
で

あ
る

と
い

う
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
が

、
そ

の
有

効
性

等
、

検
証

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
以

前
よ

り
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

先
ず

そ
れ

に
つ

い
て

ご
報

告
を

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
沖

縄
県

と
し

て
締

結
促

進
に

向
け

て
何

を
し

て
い

る
の

か
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
、

そ
し

て
そ

の
結

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
と

成
果

（
ア

ウ
ト

カ
ム

）
を

明
確

に
し

、
他

の
事

業
者

と
差

別
化

で
き

る
も

の
が

何
な

の
か

を
見

え
る

化
す

る
こ

と
が

事
業

と
し

て
落

と
し

込
ま

れ
る

た
め

に
は

必
要

で
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

新
規

事
業

で
は

な
い

の
で

、
そ

れ
を

踏
ま

え
た

上
で

の
書

き
方

で
素

案
へ

の
本

文
に

盛
り

込
ん

で
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
事

業
者

が
グ

リ
ー

ン
・
ウ

ォ
ッ

シ
ュ

の
対

象
に

な
ら

な
い

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

第
４

回
環

境
部

会
に

て
資

料
提

供
済

み
。
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別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
3

4
3
8

3
2
-
3
3

学
校

教
育

や
地

域
活

動
を

通
し

、
自

然
環

境
に

親
し

む
た

め
の

体
験

学
習

や
総

合
学

習
等

を
通

し
て

、
次

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

環
境

倫
理

の
醸

成
に

取
り

組
む

。

学
校

教
育

や
地

域
活

動
を

通
し

、
自

然
環

境
に

親
し

む
た

め
の

体
験

学
習

や
総

合
学

習
等

を
通

し
て

、
次

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

環
境

保
全

の
意

欲
の

醸
成

に
取

り
組

む
。

見
出

し
は

「
②

環
境

保
全

の
意

欲
の

醸
成

」
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

3
3
行

目
は

「
環

境
倫

理
の

醸
成

に
取

り
組

む
」
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

文
言

に
し

た
理

由
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
環

境
保

全
の

意
欲

＝
環

境
倫

理
で

し
ょ

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

記
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

3
4

4
3
9

5
,

1
2
,

2
2
,

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
含

む
海

洋
ご

み
に

よ
る

～ 漂
流

・
漂

着
ご

み
問

題
に

日
常

的
に

直
面

し
て

い
る

～

さ
ら

に
深

刻
化

す
る

海
洋

漂
流

ゴ
ミ

・
海

岸
漂

着
物

か
ら

～

P
4
0
_1

0
行

の
「
海

岸
漂

着
物

」
を

除
き

、
「
海

洋
ご

み
」
に

統
一

す
る

。
3
9
ペ

ー
ジ

の
文

言
が

、
左

記
の

よ
う

に
複

数
使

用
さ

れ
て

い
る

の
で

、
「
海

洋
ご

み
」
と

「
海

岸
漂

着
物

」
に

統
一

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

一
番

広
い

意
味

を
持

つ
「
海

洋
ご

み
」
、

沖
縄

県
が

以
前

か
ら

使
用

し
て

い
る

「
海

岸
漂

着
物

」
に

統
一

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

用
語

に
統

一
感

が
な

く
、

同
じ

も
の

を
指

し
て

い
る

の
か

、
別

の
も

の
を

指
し

て
い

る
の

か
、

わ
か

り
に

く
い

と
感

じ
ま

し
た

。

※
海

洋
ご

み
：
海

岸
に

打
ち

上
げ

ら
れ

た
「
漂

着
ご

み
」
、

海
面

や
海

中
を

漂
う

「
漂

流
ご

み
」
、

そ
し

て
海

底
に

積
も

っ
た

「
海

底
ご

み
」

の
総

称

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

記
の

と
お

り
修

正
し

ま
す

。

3
5

4
4
0

9
～

1
7

②
海

洋
ご

み
問

題
へ

の
対

応

□
　

海
岸

漂
着

物
及

び
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

関
す

る
調

査
に

取
り

組
む

。

□
　

事
業

者
、

県
民

な
ど

様
々

な
主

体
が

海
岸

漂
着

物
対

策
に

取
り

組
む

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
～

P
4
0
_1

3
行

　
（
№

3
6
と

併
せ

て
修

正
）

「
こ

れ
ま

で
の

調
査

の
結

果
、

海
岸

の
生

物
が

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

及
び

海
洋

ご
み

に
由

来
す

る
有

害
化

学
物

質
を

取
り

込
ん

で
い

る
こ

と
が

判
明

し
て

お
り

、
引

き
続

き
、

海
洋

ご
み

及
び

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

調
査

等
に

取
り

組
む

。
」

　
P

4
0
_1

4
行

「
事

業
者

、
県

民
な

ど
様

々
な

主
体

が
海

洋
ご

み
対

策
に

取
り

組
む

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

県
民

や
事

業
者

に
対

す
る

普
及

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

活
動

や
企

業
の

C
S
R

 活
動

も
含

め
た

海
岸

清
掃

活
動

の
促

進
に

取
り

組
む

。
」

P
4
0
_1

8
行

（
追

加
）

「
海

底
ご

み
、

漂
流

ご
み

に
つ

い
て

も
回

収
の

促
進

に
取

組
む

。
」

海
洋

ご
み

は
、

海
岸

に
打

ち
上

げ
ら

れ
た

「
漂

着
ご

み
」
だ

け
で

な
く
、

海
面

や
海

中
を

漂
う

「
漂

流
ご

み
」
、

そ
し

て
海

底
に

積
も

っ
た

「
海

底
ご

み
」
も

含
む

た
め

。

難
し

い
と

思
い

ま
す

が
、

漂
流

ご
み

や
海

底
ご

み
に

つ
い

て
も

言
及

で
き

れ
ば

理
想

的
だ

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

該
当

箇
所

を
修

正
】

左
欄

の
と

お
り

、
漂

流
ご

み
海

底
ご

み
を

含
ん

だ
表

現
と

す
る

た
め

「
海

岸
漂

着
物

」
を

「
海

洋
ご

み
」
と

表
記

を
改

め
ま

す
。

（
№

3
4
に

同
じ

。
）
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
6

4
4
0

1
3

□
海

岸
漂

着
物

及
び

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

調
査

に
取

り
組

む
（
№

3
5
と

併
せ

て
修

正
）

「
こ

れ
ま

で
の

調
査

の
結

果
、

海
岸

の
生

物
が

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

及
び

海
洋

ご
み

に
由

来
す

る
有

害
化

学
物

質
を

取
り

込
ん

で
い

る
こ

と
が

判
明

し
て

お
り

、
引

き
続

き
、

海
洋

ご
み

及
び

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

調
査

等
に

取
り

組
む

。
」

海
岸

の
生

物
、

イ
ソ

ハ
マ

グ
リ

や
オ

カ
ヤ

ド
カ

リ
が

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
取

り
込

ん
で

い
る

調
査

で
あ

る
と

か
、

さ
ら

に
ご

み
由

来
と

思
わ

れ
る

有
害

な
化

学
物

質
を

取
り

込
ん

で
い

る
こ

と
は

分
か

っ
て

き
て

い
て

、
県

が
か

な
り

主
導

的
に

調
査

を
進

め
て

い
る

。
生

物
の

影
響

に
対

す
る

評
価

等
も

追
記

す
る

こ
と

で
そ

れ
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
も

理
解

が
得

ら
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

左
欄

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

3
7

4
4
0

1
5

～
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
活

動
や

企
業

の
C

S
R

活
動

も
含

め
た

海
岸

清
掃

活
動

の
促

進
に

取
り

組
む

。

□
 人

の
立

ち
入

ら
な

い
海

岸
や

無
人

島
に

お
け

る
海

岸
漂

着
物

の
調

査
、

回
収

等
に

も
取

り
組

む
。

海
洋

ご
み

、
特

に
漂

着
ご

み
の

対
応

と
し

て
、

4
0
ペ

ー
ジ

の
②

海
洋

ご
み

問
題

へ
の

対
応

基
本

的
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

に
よ

る
海

岸
清

掃
は

大
体

が
目

に
つ

く
と

こ
ろ

。
人

が
行

か
な

い
と

こ
ろ

に
は

ま
だ

ま
だ

回
収

で
き

な
い

状
態

で
た

く
さ

ん
残

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

　
そ

れ
は

む
し

ろ
生

態
系

へ
の

影
響

が
大

き
い

と
思

わ
れ

る
が

、
何

ら
か

対
応

の
記

載
は

で
き

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
P

4
0
_1

3
行

目
に

、
左

欄
の

と
お

り
文

章
を

追
記

し
ま

す
。

3
8

4
4
0

3
0

□
　

海
洋

環
境

再
生

に
取

り
組

む
市

町
村

や
団

体
へ

の
支

援
、

国
内

外
の

研
究

機
関

と
連

携
し

た
調

査
研

究
等

に
取

り
組

む
。

4
0
頁

3
1
行

の
次

に
以

下
の

普
及

啓
発

に
係

る
文

章
を

追
記

し
ま

す
。

（
文

案
）

□
　

調
査

研
究

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
藻

場
や

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

と
再

生
に

関
し

て
、

県
民

や
観

光
客

へ
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

む
。

陸
域

か
ら

の
栄

養
塩

類
や

赤
土

流
入

、
日

焼
け

止
め

ク
リ

ー
ム

の
使

用
等

を
制

限
す

る
に

は
、

一
般

市
民

や
観

光
客

へ
の

知
識

の
提

供
や

普
及

啓
発

が
欠

か
せ

な
い

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

記
の

通
り

修
正

し
ま

す
。

3
9

4
7
4

2
9

海
岸

漂
着

物
に

つ
い

て
は

、
効

率
的

な
処

理
、

コ
ス

ト
低

減
化

の
促

進
に

取
り

組
む

具
体

的
に

は
ど

う
い

う
も

の
な

の
か

。
離

島
部

で
の

ご
み

は
焼

却
す

る
に

し
て

も
焼

却
炉

が
足

り
な

か
っ

た
り

、
搬

入
す

る
に

し
て

も
コ

ス
ト

が
か

か
っ

た
り

す
る

と
思

う
が

、
そ

れ
も

含
め

て
の

対
策

な
の

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
離

島
部

で
は

ご
み

を
焼

却
す

る
に

し
て

も
焼

却
施

設
が

不
足

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

の
焼

却
施

設
の

建
て

替
え

の
際

に
産

業
廃

棄
物

や
海

岸
漂

着
物

も
処

理
で

き
る

い
わ

ゆ
る

「
あ

わ
せ

処
理

」
施

設
の

整
備

を
進

め
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
島

内
で

処
理

で
き

な
い

廃
棄

物
の

処
理

コ
ス

ト
が

か
か

っ
て

し
ま

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
輸

送
費

を
補

助
す

る
等

に
よ

り
輸

送
費

の
低

減
化

を
図

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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4
0

4
8
2

2
8

米
軍

施
設

に
お

け
る

水
質

、
大

気
質

、
土

壌
質

　
米

軍
施

設
に

お
け

る
水

質
、

大
気

質
、

土
壌

、
・
・
・

土
壌

質
は

一
般

的
に

使
わ

れ
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

4
1

4
1
5
4

2
0

□
　

グ
ロ

ー
バ

ル
グ

リ
ー

ン
ア

イ
ラ

ン
ド

サ
ミ

ッ
ト

（
G

G
IS

)、
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

国
際

会
議

へ
の

参
加

や
開

催
を

通
じ

、
海

岸
漂

着
物

や
外

来
種

問
題

、
ご

み
処

理
問

題
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

な
ど

、
当

初
地

域
に

お
け

る
環

境
問

題
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

技
術

交
流

等
に

取
り

組
む

。

□
　

持
続

可
能

な
循

環
型

社
会

を
実

現
し

、
島

し
ょ

地
域

間
の

交
流

と
協

力
体

制
の

構
築

を
目

指
す

グ
ロ

ー
バ

ル
グ

リ
ー

ン
ア

イ
ラ

ン
ド

サ
ミ

ッ
ト

（
G

G
IS

）
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

国
際

会
議

へ
の

参
加

や
開

催
、

海
外

研
修

生
の

受
け

入
れ

等
を

通
し

、
海

岸
漂

着
物

や
外

来
種

問
題

、
ご

み
処

理
問

題
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

促
進

な
ど

、
島

し
ょ

地
域

に
お

け
る

環
境

問
題

や
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
技

術
交

流
・
技

術
協

力
等

に
取

り
組

む
。

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

に
お

け
る

国
際

協
力

の
推

進
の

中
で

、
循

環
型

社
会

を
構

築
す

る
と

い
う

要
素

を
追

記
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
沖

縄
の

環
境

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

の
技

術
・
知

見
は

途
上

国
に

非
常

に
役

立
つ

も
の

で
あ

り
、

当
該

分
野

の
研

修
員

の
受

け
入

れ
も

行
っ

て
い

る
。

国
際

会
議

等
だ

け
で

な
く
、

そ
の

点
で

の
沖

縄
の

貢
献

を
明

示
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

料
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

4
2

4
1
5
4

2
4

□
　

「
国

立
沖

縄
自

然
誌

博
物

館
」
の

県
内

誘
致

に
向

け
て

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
関

係
団

体
へ

の
説

明
会

の
開

催
な

ど
、

県
民

の
気

運
醸

成
に

取
り

組
む

。

□
　

東
ア

ジ
ア

、
東

南
ア

ジ
ア

全
体

の
自

然
史

科
学

を
支

え
る

研
究

及
び

人
材

育
成

の
拠

点
と

な
る

「
国

立
沖

縄
自

然
史

博
物

館
」
の

県
内

へ
の

誘
致

に
向

け
て

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
関

係
団

体
等

へ
の

説
明

会
の

開
催

な
ど

、
県

民
の

気
運

醸
成

に
取

り
組

む
。

こ
の

文
章

だ
と

、
博

物
館

の
誘

致
と

国
際

協
力

の
推

進
に

ど
の

よ
う

な
直

接
的

な
関

係
が

あ
る

の
か

が
、

わ
か

り
に

く
く
、

唐
突

な
感

じ
が

し
ま

す
。

博
物

館
の

誘
致

と
国

際
協

力
の

推
進

の
関

連
が

わ
か

る
文

章
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

3
6
ペ

ー
ジ

2
6
行

以
降

に
、

ア
ジ

ア
の

自
然

史
科

学
の

拠
点

、
「
国

立
沖

縄
自

然
史

博
物

館
」

の
設

置
促

進
、

と
い

う
項

目
が

あ
り

ま
す

の
で

、
こ

ち
ら

の
文

言
を

参
考

に
、

整
合

性
の

あ
る

文
章

に
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

4
3

6
2
0
0

1
赤

土
等

流
出

量
は

・
・
・
、

特
に

農
地

か
ら

の
流

出
量

が
7
5
％

占
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

農
地

を
重

点
的

に
総

合
的

な
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

赤
土

等
流

出
量

は
・
・
・
、

特
に

農
地

か
ら

の
流

出
量

が
7
5
％

占
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

農
地

を
重

点
的

に
新

た
な

取
り

組
み

を
含

め
総

合
的

な
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

農
地

を
重

点
的

に
総

合
的

な
対

策
を

推
進

す
る

。
に

全
て

網
羅

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
農

家
の

高
齢

化
、

労
働

力
不

足
か

ら
農

家
レ

ベ
ル

の
対

策
が

な
か

な
か

進
ま

な
い

な
か

、
何

ら
か

の
方

策
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。
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別
紙

１
－

１
番 号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
4

6
2
3
1

2
6

赤
土

等
流

出
量

は
・
・
・
、

特
に

農
地

か
ら

の
流

出
量

が
9
5
％

占
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

農
地

を
重

点
的

に
総

合
的

な
対

策
を

推
進

す
る

。

赤
土

等
流

出
量

は
・
・
・
、

特
に

農
地

か
ら

の
流

出
量

が
9
5
％

占
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

農
地

を
重

点
的

に
新

た
な

取
り

組
み

を
含

め
総

合
的

な
対

策
を

推
進

す
る

。

前
述

の
ｐ
2
0
0
に

同
じ

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

4
5

－
－

基
本

施
策

１
-
(2

)自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
・

継
承

及
び

持
続

可
能

な
利

用
の

主
要

指
標

に
、

い
わ

ゆ
る

準
絶

滅
危

惧
種

か
ら

絶
滅

危
惧

種
へ

の
移

行
種

数
が

主
要

の
指

標
に

な
っ

て
い

る
の

は
、

こ
こ

で
扱

う
施

策
展

開
ア

、
イ

、
ウ

を
統

合
し

た
形

で
の

主
要

指
標

に
な

っ
て

い
る

の
か

と
い

う
の

が
疑

問

【
原

文
の

と
お

り
】

基
本

施
策

１
-
(2

)は
、

「
ア

自
然

環
境

・
生

物
多

様
性

の
保

全
・
継

承
」
、

「
イ

水
域

・
陸

域
・
大

気
・
土

壌
環

境
の

保
全

・
再

生
」
、

「
ウ

多
様

な
主

体
に

よ
る

環
境

保
全

等
に

向
け

た
活

動
の

推
進

」
と

非
常

に
幅

広
い

分
野

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

本
年

７
月

に
沖

縄
の

豊
か

な
生

物
多

様
性

が
評

価
さ

れ
世

界
自

然
遺

産
登

録
さ

れ
た

こ
と

や
、

水
質

・
大

気
等

の
保

全
・
再

生
や

環
境

保
全

活
動

の
推

進
に

よ
り

生
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

状
況

が
改

善
さ

れ
次

世
代

へ
の

継
承

に
も

繋
が

る
こ

と
か

ら
、

原
案

の
と

お
り

と
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

4
6

－
－

計
画

展
望

値
に

、
な

ぜ
環

境
の

と
こ

ろ
は

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

１
つ

し
か

な
い

の
か

【
原

文
の

と
お

り
】

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
に

よ
る

気
候

変
動

は
、

地
球

上
の

あ
ら

ゆ
る

生
物

の
生

息
環

境
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

が
あ

る
と

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

国
際

的
に

も
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

削
減

が
求

め
ら

て
い

る
状

況
に

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

事
か

ら
環

境
分

野
の

計
画

展
望

値
は

原
案

ど
お

り
と

し
た

い
と

考
え

ま
す

。
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別
紙
１
－
２

　

環
　

境
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4

3
1

1
2

世
界
に
誇
れ
る
島
し
ょ
型
環
境
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
社

会
的
共
通
資
本
の
理
念
を
土
台
に

す
べ
き
で
す
。

（
削
除
）
原
文
を
削
除
す
る
。

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。
＜

重
複

箇
所

＞
　

本
基

本
施

策
の

展
開

に
お

い
て

は
、

人
間

活
動

と
自

然
環

境
が

調
和

す
る

持
続

可
能

な
脱

炭
素

社
会

の
構

築
に

向
け

、
自

然
環

境
が

社
会

的
共

通
資

本
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、

2
4

3
1

1
3

社
会
的
共
通
資
本
と
は
、
「
一
つ
の

国
な
い
し
特
定
の
地
域
に
住
む
す

べ
て
の
人
々
が
、
ゆ
た
か
な
経
済

生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文
化
を
展

開
し
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る
社
会
を

持
続
的
、
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
よ
う
な
社
会
的
装
置

を
意
味
す
る
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

単
な
る
「
社
会
資
本
」
を
超
え
た
意

味
合
い
を
持
ち
、
「
自
然
環
境
」
「
社

会
的
基
盤
」
「
制
度
資
本
」
の
三
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
S
D
G
s

の
概
念
と
も
一
致
し
、
世
界
に
誇
れ

る
島
し
ょ
型
環
境
モ
デ
ル
の
土
台
と

な
り
、
ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ

等
の
新
し
い
生
活
様
式
／
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
た
な
日
常
）
に
対
応

す
る
素
地
と
も
な
り
ま
す
。

（
移
動
）
一
部
内
容
を
要
約
の
上
、

3
1
頁
2
3
行
目
以
降
に
以
下
の
と
お

り
移
動
す
る
。

　
本
基
本
施
策
の
展
開
に
お
い
て

は
、
人
間
活
動
と
自
然
環
境
が
調

和
す
る
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会

の
構
築
に
向
け
、
自
然
環
境
が
社

会
的
基
盤
、
制
度
資
本
と
並
び
、
一

つ
の
国
な
い
し
特
定
の
地
域
に
住

む
全
て
の
人
々
が
、
ゆ
た
か
な
経

済
生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文
化
を

展
開
し
、
人
間
的
に
魅
力
が
あ
る

社
会
を
持
続
的
、
安
定
的
に
維
持

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
社

会
的
装
置
を
意
味
す
る
「
社
会
的

共
通
資
本
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
　

な
お

、
ウ

ィ
ズ

／
ア

フ
タ

ー
・
コ

ロ
ナ

以
降

に
つ

い
て

は
、

「
社

会
的

共
通

資
本

が
ウ

ィ
ズ

／
ア

フ
タ

ー
・
コ

ロ
ナ

の
素

地
に

な
る

」
と

趣
旨

で
あ

り
、

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
に

関
す

る
記

載
と

は
異

な
る

内
容

に
な

る
た

め
、

コ
ロ

ナ
に

関
す

る
別

箇
所

に
記

載
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
。

3
4

3
2

5
国
が
宣
言
し
た
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
連
動
し
て
、
本
県

も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
脱
炭
素
化
・
自
立
分
散
化
・

地
産
地
消
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、

国
が
宣
言
し
た
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
連
動
し
て
、
本
県

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
・
自
立

分
散
化
・
地
産
地
消
化
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
推
進

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

は
従

来
か

ら
の

取
り

組
み

で
あ

る
た

め
後

ろ
に

移
動

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

に
対

す
る

修
正

意
見

審
議

結
果

一
覧
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
4

3
2

8
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
水
素
」
、
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」
等

の
利
用
に
向
け
て
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
「
水
素
」
、
「
ア
ン
モ
ニ
ア
」

等
の
利
用
に
向
け
て
、

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
ア

ン
モ

ニ
ア

の
燃

焼
は

、
温

室
効

果
ガ

ス
で

あ
る

窒
素

酸
化

物
を

生
成

す
る

。

5
4

3
2

1
4

島
し
ょ
県
で
あ
る
本
県
に
お
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
を
実
現

す
る
た
め
、

島
し
ょ
県
で
あ
る
本
県
の
特
性
を
活

か
し
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭

素
化
の
実
現
に
向
け
て
、

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
今

後
1
0
年

で
実

現
で

き
る

も
の

で
は

な
く
、

足
が

か
り

と
す

る
期

間
で

あ
る

。

6
4

4
1

3
3

北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄

本
島
と
6
,8
0
0
を
越
え
る
島
々
に

よ
っ
て
国
土
が
構
成
さ
れ
る
我
が

国
に
お
い
て
、
外
海
に
展
開
す
る

離
島
は
、
領
海
・
領
空
・
排
他
的
経

済
水
域
等
の
確
保
、
海
洋
環
境
の

保
全
、
水
産
・
海
洋
資
源
開
発
等

の
拠
点
と
し
て
非
常
に
重
要
な
存

在
で
す
。

（
削
除
）
原
文
を
削
除
す
る
。

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
　

基
本

施
策

リ
ー

ド
文

の
な

か
で

、
こ

の
一

文
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

重
要

性
に

つ
い

て
の

言
及

で
あ

り
、

「
持

続
可

能
な

海
洋

共
生

社
会

の
構

築
」
と

は
直

結
し

な
い

内
容

と
な

っ
て

い
る

た
め

。

7
4

4
2

3
ま
た
、
漂
流
・
漂
着
ご
み
問
題
に
日

常
的
に
直
面
し
て
い
る
市
町
村
・
民

間
団
体
・
住
民
等
に
対
す
る
有
効

な
支
援
を
講
じ
ら
れ
る
か
が
課
題

で
あ
り
、
回
収
・
処
理
の
推
進
な
ど

早
急
に
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
同
時
に
、
発
生
防
止

へ
の
国
際
的
な
監
視
体
制
の
確
立

な
ど
、
抜
本
的
対
策
を
抜
き
に
問
題

の
解
決
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
発
生
抑
制
対
策
を
国
等
に
強
く

働
き
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
移
動
）
一
部
内
容
を
要
約
の
上
、

4
2
頁
1
4
行
目
に
以
下
の
と
お
り
移

動
す
る
。

～
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
ご

み
の
問
題
に
日
常
的
に
直
面
し
て

い
る
市
町
村
・
民
間
団
体
・
住
民
等

に
対
す
る
支
援
や
発
生
防
止
へ
の

国
際
的
な
監
視
体
制
の
確
立
等
、

さ
ら
に
深
刻
化
す
る
海
洋
ご
み
か
ら

美
し
い
海
浜
環
境
を
守
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

第
４
章
各
基
本
施
策
の
リ
ー
ド
文

の
記
載
量
に
ば
ら
つ
き
が
多
い
た

め
、
体
裁
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

※
　

課
題

の
記

載
が

二
箇

所
に

分
か

れ
て

い
る

た
め

、
一

つ
に

ま
と

め
る

。
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別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8

－
－

－
－

－

国
は
令
和
1
2
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
4
6
％
削
減
す
る
と
い
う
大
き

な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
沖
縄

の
場
合
は
様
々
な
社
会
的
な
実
情

も
あ
る
の
で
、
目
標
値
を
ど
う
設
定

す
る
か
課
題
で
あ
る
。
環
境
部
会

の
中
で
議
論
で
き
る
こ
と
で
も
な
い

た
め
、
色
々
な
部
会
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
以
下
の
と
お
り
対

応
】

1
1
月
末
に
計
画
展
望
値
を
議
題
と
す
る
正

副
部
会
長
部
分
会
議
を
開
催
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
量
等
の
審
議
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

9

－
－

－
－

－

脱
炭
素
を
念
頭
に
、
環
境
や
産

業
、
基
盤
整
備
な
ど
、
様
々
な
分
野

に
お
い
て
県
民
や
民
間
企
業
の
取

組
を
促
進
す
る
方
向
性
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
以

下
の

と
お

り
対

応
】

新
た

な
振

興
計

画
で

は
、

2
0
5
0
年

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
向

け
た

施
策

を
網

羅
的

に
と

り
ま

と
め

て
お

り
ま

す
が

、
具

体
的

な
施

策
の

実
施

に
向

け
て

、
御

提
案

の
視

点
も

含
め

て
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
0
4

3
1

2
5

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
化

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
強

化
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
化
で
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
対
策
強
化
、
ま
た
は
省
エ
ネ
対

策
強
化
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
1
4

3
2

2
7

バ
イ
オ
マ
ス
等
の
設
備
、
蓄
電
池

の
導
入
支
援
、
二
酸
化
炭
素
を
極

力
排
出
し
な
い
次
世
代
型
火
力
発

電
や
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
等

の
設

備
、

蓄
電

池
の

導
入

支
援

、
二

酸
化

炭
素

を
極

力
排

出
し

な
い

次
世

代
型

火
力

発
電

及
び

水
素

、
ア

ン
モ

ニ
ア

バ
イ
オ
マ
ス
は
生
物
資
源
の
総
称

で
あ
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

修
正
し
て
は
ど
う
か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
2
4

3
3

2
1

防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
防
災
、

健
康
被
害
の
防
止
、
農
林
水
産
業

の
振
興
、

防
止

・
軽

減
を

図
る

た
め

、
防

災
、

健
康

被
害

の
予

防
、

農
林

水
産

業
の

対
策

支
援

、
「
防
止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
防
災
、

健
康
被
害
の
予
防
、
農
林
水
産
業

の
対
策
支
援
、
」
と
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。
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取
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め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
4

3
3

2
3

（
追
加
）

③
　

二
酸

化
炭

素
の

吸
収

源
対

策
の

推
進

  
  

 吸
収

源
対

策
に

つ
い

て
は

、
緑

化
活

動
に

よ
っ

て
育

ま
れ

る
森

林
や

植
栽

地
の

二
酸

化
炭

素
吸

収
量

を
沖

縄
県

が
認

証
す

「
沖

縄
県

C
O

2
吸

収
量

認
証

制
度

」
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
県

民
・
企

業
・
市

町
村

・
関

係
団

体
な

ど
多

様
な

主
体

に
よ

る
カ

ー
ボ

ン
オ

フ
セ

ッ
ト

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

　
ま

た
、

林
業

の
活

性
化

を
図

り
、

森
林

整
備

及
び

木
材

利
用

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
森

林
の

吸
収

源
と

し
て

の
機

能
向

上
に

努
め

る
と

と
も

に
、

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

に
よ

る
農

地
土

壌
に

お
け

る
吸

収
源

対
策

、
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

に
関

す
る

知
見

の
蓄

積
な

ど
海

域
等

に
お

け
る

吸
収

源
対

策
に

取
り

組
み

ま
す

。

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
対
策
に
つ

い
て
は
、
「
②
脱
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
の
促
進
」
の
中
で
、
3
3
頁

４
行
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

③
と
し
て
新
た
に
施
策
を
追
加
し
、

よ
り
具
体
的
な
内
容
を
追
記
し
た

い
。

【
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
4
4

3
7

2
7

（
S
D
G
ｓ
の
ア
イ
コ
ン
に
つ
い
て
）

文
字

が
見

え
る

よ
う
、

ア
イ

コ
ン

を
大

き
く
す

る
。

計
画
本
文
中
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

が
、
計
画
記
載
の
S
D
G
ｓ
の
ア
イ
コ

ン
に
つ
い
て
、
文
字
が
小
さ
く
て
見

え
な
い
た
め
、
掲
載
す
る
な
ら
文
字

を
大
き
く
す
べ
き
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
5
4

4
4

5
農
地
以
外
に
お
い
て
も
、
流
出
防

止
対
策
の
遵
守
・
徹
底
に
向
け
、
普

及
啓
発
及
び
監
視
指
導
の
強
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
砂
防
ダ
ム
等

の
既
存
施
設
の
改
修
、
浚
渫
、
清

掃
等
の
維
持
管
理
、
堆
積
赤
土
等

の
除
去
、
流
出
防
止
に
関
す
る
調

査
研
究
な
ど
、
赤
土
等
流
出
防
止

対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

－
漁
業
団
体
と
し
て
は
漁
場
回
復
の

た
め
、
赤
土
等
の
除
去
が
必
要
と

考
え
て
い
る
た
め
、
新
た
に
海
域
へ

流
出
し
た
赤
土
に
つ
い
て
も
除
去

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

を
本
文
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

【
原
文
の
と
お
り
】

海
域
等
に
流
出
し
た
赤
土
等
の
除
去
に
つ

い
て
は
、
海
域
生
態
系
へ
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
域
へ
の
流

出
状
況
や
堆
積
状
況
、
生
態
系
の
状
況
、

潮
流
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
個
別
具
体
的

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
6
4

8
7

2
1

国
に
よ
る
環
境
調
査
や
汚
染
の
除

去
を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
及
び
市

町
村
が
環
境
調
査
・
対
策
を
実
施

し
た
場
合
の
財
政
措
置
を
求
め
ま

す
。

国
に
よ
る
環
境
調
査
、
汚
染
の
除

去
、
環
境
の
修
復
を
求
め
る
と
と
も

に
、
県
及
び
市
町
村
が
環
境
調
査
・

対
策
を
実
施
し
た
場
合
の
財
政
措

置
を
求
め
ま
す
。

当
該
部
分
に
つ
い
て
、
環
境
事
故

等
が
発
生
し
た
際
に
自
然
等
が
損

な
わ
れ
た
場
合
の
再
生
を
含
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も

「
環
境
調
査
・
対
策
」
の
対
策
の
中

に
自
然
再
生
も
含
ま
れ
て
い
る
と
し

て
い
る
の
か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。
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本
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修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7
6

2
0
2

3
2

規
模
で
進
行
す
る
様
々
な
危
機
と

国
際
的
課
題
や
陸
域
か
ら
の
赤
土

流
出
を
踏
ま
え
、

規
模
で
進
行
す
る
様
々
な
危
機
と

国
際
的
課
題
及
び
陸
域
か
ら
の
栄

養
塩
類
・
赤
土
等
の
流
入
を
踏
ま

え
、

海
洋
側
な
の
で
陸
域
か
ら
の
赤
土

流
入
に
な
る
の
で
、
ｐ
4
2
、
1
3
行
に

準
ず
じ
、
赤
土
等
の
流
入
に
修
正

し
て
は
ど
う
か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
8
－

－
－

－
以

下
の

通
り

定
義

を
追

記
し

ま
す

。
「
本

計
画

に
お

い
て

「
環

境
共

生
型

社
会

」
と

は
、

「
沖

縄
の

豊
か

な
自

然
環

境
と

生
物

多
様

性
を

保
全

し
、

持
続

可
能

な
発

展
と

両
立

さ
せ

た
、

誰
ひ

と
り

取
り

残
さ

な
い

社
会

（
S
D

G
ｓ
）
」
を

意
味

し
ま

す
。

」

「
環
境
共
生
型
社
会
」
と
何
度
も
出

て
く
る
が
、
沖
縄
県
で
い
う
環
境
共

生
型
社
会
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
解

り
や
す
く
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

1
9
－

－
－

－
N

o
.1

8
に

同
じ

。
環
境
共
生
型
社
会
が
部
会
に
よ
っ

て
違
う
イ
メ
ー
ジ
で
書
か
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
の
絵
が

な
い
中
で
使
っ
て
い
る
た
め
、
読
み

に
く
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
で
き
る

限
り
具
体
的
な
言
葉
を
落
と
し
込
む

な
ど
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。

2
0
－

－
－

－
－

沖
縄
県
の
修
学
旅
行
は
全
国
的
に

関
心
が
高
く
、
関
東
や
関
西
か
ら
も

平
和
教
育
と
し
て
修
学
旅
行
で
来

て
勉
強
し
て
帰
る
。
し
か
し
、
轟
壕

や
平
和
創
造
の
森
公
園
に
あ
る
マ

ヤ
ー
ガ
マ
な
ど
は
崩
れ
か
か
り
入

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
助
成
な
ど
に
よ

り
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

1
5
8
頁

3
0
行

目
以

降
に

以
下

の
と

お
り

記
載

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

「
ま

た
、

国
や

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

働
の

下
、

第
3
2
軍

司
令

部
壕

を
は

じ
め

と
す

る
県

内
各

地
に

残
さ

れ
て

い
る

戦
争

遺
跡

の
保

全
に

取
り

組
み

～
」

2
1

4
章

P
3
3

1
2
行

運
輸

部
門

つ
い

て
は

、
自

家
用

車
・
路

線
バ

ス
・
ト

ラ
ッ
ク

等
へ

の
電

気
自

動
車

（
E
V

）
・
燃

料
電

池
自

動
車

（
F
C

V
）
な

ど
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進

、
～

－

自
家

用
車

・
路

線
バ

ス
・
ト

ラ
ッ
ク

等
へ

の
電

気
自

動
車

（
E
V

）
・
燃

料
電

池
自

動
車

（
F
C

V
）
な

ど
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進

と
あ

る
が

、
観

光
客

が
最

も
利

用
す

る
手

段
で

あ
る

「
レ

ン
タ

カ
ー

」
は

追
加

す
る

必
要

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

「
等

」
と

記
載

し
て

お
り

、
レ

ン
タ

カ
ー

も
そ

の
中

に
含

め
て

検
討

し
て

い
く
と

い
う
形

で
考

え
て

お
り

ま
す

。

22



別
紙
１
－
２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
2

4
章

P
3
8

2
9
行

（
別

紙
１

－
１

、
Ｎ

ｏ
.2

0
の

文
案

）
-

「
ノ

イ
ヌ

・
ノ

ネ
コ

の
捕

獲
と

あ
わ

せ
て

、
飼

い
犬

・
飼

い
猫

の
野

生
化

防
止

対
策

の
強

化
に

取
り

組
む

。
」

に
つ

い
て

、
飼

い
犬

・
飼

い
猫

だ
け

で
な

く
エ

キ
ゾ

チ
ッ
ク

ア
ニ

マ
ル

と
い

っ
た

犬
猫

以
外

の
ペ

ッ
ト

も
含

め
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

当
該

箇
所

の
趣

旨
は

、
や

ん
ば

る
地

域
で

希
少

種
の

脅
威

と
な

っ
て

い
る

ノ
イ

ヌ
・
ノ

ネ
コ

の
対

策
と

し
て

、
飼

い
犬

・
飼

い
猫

の
野

生
化

防
止

対
策

の
強

化
を

示
す

こ
と

で
あ

り
ま

す
。

ご
提

案
い

た
だ

い
た

「
エ

キ
ゾ

チ
ッ
ク

ア
ニ

マ
ル

」
(犬

猫
以

外
の

ペ
ッ
ト

や
外

来
種

な
ど

の
動

物
)に

つ
い

て
、

ペ
ッ
ト

に
つ

い
て

は
新

た
な

振
興

計
画

（
中

間
と

り
ま

と
め

）
ｐ
6
7
・
1
9
行

目
の

「
適

正
飼

養
の

普
及

啓
発

」
の

な
か

で
、

外
来

種
に

つ
い

て
は

同
計

画
ｐ
3
9
・
２

～
４

行
目

の
「
外

来
種

対
策

」
の

な
か

で
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

2
3

4
章

P
4
3

8
行

　
さ

ら
に

、
事

業
者

、
県

民
な

ど
様

々
な

主
体

が
海

洋
ご

み
対

策
に

取
り

組
む

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

県
民

や
事

業
者

に
対

す
る

普
及

啓
発

を
行

う
 と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
ビ

ー
チ

ク
リ
ー

ン
活

動
や

企
業

の
C

S
R

 活
動

も
含

め
た

海
岸

清
掃

活
動

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
さ

ら
に

、
事

業
者

、
県

民
な

ど
様

々
な

主
体

が
海

洋
ご

み
対

策
に

取
り

組
む

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

県
民

や
事

業
者

に
対

す
る

普
及

啓
発

を
行

う
 と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
ビ

ー
チ

ク
リ
ー

ン
活

動
や

企
業

の
C

S
R

 活
動

も
含

め
た

海
岸

清
掃

活
動

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
 　

加
え

て
、

沖
縄

県
及

び
そ

の
近

海
に

漂
流

・
漂

着
し

た
軽

石
に

つ
い

て
国

、
市

町
村

、
学

術
研

究
機

関
等

、
県

民
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
様

々
な

機
関

・
関

係
者

と
連

携
し

利
活

用
の

方
法

を
検

討
し

つ
つ

、
回

収
・
処

理
を

推
進

し
ま

す
。

漂
着

ご
み

の
定

義
等

、
以

前
議

論
し

た
が

、
軽

石
に

関
す

る
技

術
は

ど
う
考

え
る

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】

左
記

の
通

り
修

正
し

ま
す

。
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（
別

紙
２

）

環
境

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
-
(1

)
（
主

な
指

標
）

二
酸

化
炭

素
排

出
量

8
0
6
万

t 
-
 C

O
2

第
２

次
沖

縄
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
で

設
定

し
た

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

量
か

ら
算

出
し

た
。

左
記

の
と

お
り

決
定

1
-
(2

)
(施

策
①

と
②

に
関

連
し

た
新

し
い

基
本

施
策

の
設

定
)

世
界

自
然

遺
産

の
理

解
の

向
上

と
適

正
な

利
活

用

・
7
月

末
に

正
式

に
決

ま
る

世
界

自
然

遺
産

登
録

を
踏

ま
え

、
地

域
住

民
お

よ
び

（
県

民
を

含
め

た
）
来

訪
者

に
対

す
る

生
物

多
様

性
の

保
全

に
対

す
る

啓
発

活
動

の
施

策
を

入
れ

る
こ

と
を

提
案

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
（
例

え
ば

、
地

域
住

民
が

世
界

遺
産

の
価

値
を

正
し

く
理

解
し

保
全

に
対

す
る

責
任

を
意

識
す

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
促

す
啓

発
活

動
や

地
域

住
民

や
来

訪
者

に
対

し
て

マ
ナ

ー
や

ル
ー

ル
の

作
成

と
地

域
の

玄
関

口
で

の
周

知
・
配

布
等

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

）
・
理

由
は

、
施

策
展

開
 ウ

施
策

②
は

特
に

世
界

自
然

遺
産

に
関

す
る

事
案

に
限

定
し

て
い

る
わ

け
で

な
い

の
で

、
世

界
自

然
遺

産
に

対
す

る
正

し
い

理
解

と
登

録
に

際
し

懸
念

さ
れ

る
問

題
の

解
決

に
向

け
た

啓
発

活
動

の
施

策
を

設
け

て
は

ど
う

か
と

い
う

視
点

か
ら

で
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

素
案

本
文

に
追

加
し

ま
す

】

(3
6
ｐ
・
1
2
行

目
以

降
に

追
加

)
□

　
地

域
住

民
を

含
め

た
県

民
や

観
光

客
に

対
す

る
生

物
多

様
性

の
保

全
や

マ
ナ

ー
・
ル

ー
ル

に
つ

い
て

、
空

港
、

港
湾

、
地

域
の

観
光

拠
点

や
県

内
外

の
観

光
事

業
者

等
と

の
連

携
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

啓
発

に
取

り
組

む
。

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

　
①

 主
 要

 指
 標
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（
別

紙
２

）

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

1
-
(2

)　
施

策
展

開
ア

施
策

①

成
果

指
標

世
界

自
然

遺
産

登
録

の
円

滑
な

更
新

世
界

自
然

遺
産

登
録

の
更

新

・
特

に
、

世
界

自
然

遺
産

に
関

し
て

は
、

世
界

自
然

遺
産

登
録

の
“
円

滑
な

更
新

”
と

い
う

曖
昧

な
表

現
で

は
内

容
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、

具
体

的
な

文
言

を
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・
例

え
ば

、
環

境
省

・
沖

縄
県

・
地

域
自

治
体

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

と
必

要
な

連
携

内
容

が
目

標
値

で
明

確
に

表
現

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
特

に
、

登
録

後
の

作
業

（
例

え
ば

、
継

続
的

に
提

出
が

求
め

ら
れ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
内

容
に

関
連

し
た

こ
と

等
）
に

関
連

し
て

き
ま

す
の

で
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

指
標

を
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

（
補

足
）

・
 世

界
遺

産
登

録
後

は
、

6
年

ご
と

に
、

ユ
ネ

ス
コ

に
対

し
て

保
全

状
況

や
取

組
に

つ
い

て
定

期
報

告
す

る
必

要
が

あ
り

、
保

全
状

況
等

が
悪

い
場

合
に

は
登

録
が

取
り

消
さ

れ
る

場
合

も
あ

る
。

　
 そ

の
た

め
、

各
種

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
希

少
種

の
交

通
事

故
・
密

猟
防

止
対

策
、

外
来

種
の

駆
除

、
適

切
な

観
光

管
理

等
の

対
策

を
総

合
的

に
行

い
、

そ
の

状
況

が
評

価
さ

れ
て

遺
産

登
録

が
更

新
さ

れ
る

こ
と

が
、

登
録

基
準

で
あ

る
｢生

物
多

様
性

｣の
維

持
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

指
標

と
し

て
い

る
。

1
-
(2

)　
施

策
展

開
ウ

施
策

①

環
境

保
全

等
に

対
す

る
県

民
参

画
の

推
進

環
境

啓
発

活
動

参
加

延
べ

人
数

現
在

提
案

さ
れ

て
い

る
「
環

境
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
指

標
を

設
定

し
て

い
る

県
内

企
業

数
（
届

出
ベ

ー
ス

）
」
で

は
、

ど
の

よ
う

に
調

査
し

て
進

め
る

の
か

わ
か

ら
ず

、
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
と

思
わ

れ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

指
標

を
修

正
】

左
記

の
と

お
り

修
正

し
ま

す
。

（
補

足
）

環
境

啓
発

活
動

参
加

延
べ

人
数

と
し

て
、

以
下

の
活

動
参

加
人

数
を

合
計

し
て

算
出

し
ま

す
。

①
　

ち
ゅ

ら
島

環
境

美
化

全
県

一
斉

清
掃

参
加

者
数

②
　

環
境

フ
ェ

ア
参

加
者

数
③

　
赤

土
等

流
出

防
止

交
流

集
会

参
加

者
数

④
　

生
き

も
の

い
っ

せ
い

調
査

参
加

人
数

　
②

 成
 果

 指
 標
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（
別

紙
２

）

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

1
-
(2

)　
施

策
展

開
ウ

施
策

②

環
境

保
全

の
意

欲
の

醸
成

①
沖

縄
県

地
域

環
境

セ
ン

タ
ー

の
来

場
者

数
及

び
講

習
会

受
講

者
数

②
教

育
委

員
会

等
と

連
携

し
て

実
施

す
る

講
習

会
受

講
者

数

・
す

べ
て

の
県

民
を

対
象

と
す

る
場

合
、

地
域

環
境

セ
ン

タ
ー

へ
の

“
来

場
”
で

目
標

値
を

設
定

す
る

の
は

現
実

的
で

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

。
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
方

式
で

参
加

を
募

る
形

態
を

取
っ

て
も

ア
ク

セ
ス

環
境

の
地

域
格

差
が

存
在

す
る

現
状

で
は

、
有

効
な

目
標

値
と

は
な

ら
な

い
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

・
沖

縄
県

地
域

環
境

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

が
低

い
こ

と
も

あ
り

、
市

町
村

の
教

育
委

員
会

と
協

同
で

開
催

し
、

地
域

の
実

情
に

合
っ

た
事

例
等

を
組

み
込

ん
だ

内
容

を
盛

り
込

む
こ

と
で

、
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
を

高
め

、
セ

ン
タ

ー
に

情
報

が
蓄

積
さ

れ
て

い
く

こ
と

に
も

繋
が

る
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

指
標

を
修

正
】

委
員

意
見

を
踏

ま
え

、
左

記
の

通
り

２
つ

の
指

標
を

設
定

す
る

形
で

修
正

し
ま

す
。

4
-
⑶

 世
界

の
島

し
ょ

地
域

等
と

の
国

際
協

力
活

動
と

国
際

的
課

題
へ

の
貢

献

環
境

分
野

に
お

け
る

国
際

会
議

等
へ

の
県

の
参

加
回

数

県
が

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

の
国

際
協

力
を

進
め

る
こ

と
を

企
画

し
、

そ
こ

に
県

内
外

、
国

内
外

か
ら

ど
れ

く
ら

い
参

加
さ

れ
た

か
と

い
う

内
容

を
指

標
に

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

 　
グ

ロ
ー

バ
ル

グ
リ

ー
ン

ア
イ

ラ
ン

ド
サ

ミ
ッ

ト
（
G

G
IS

）
は

、
韓

国
済

州
特

別
自

治
道

、
米

国
ハ

ワ
イ

州
、

中
国

海
南

省
、

沖
縄

県
の

４
地

域
間

に
よ

る
持

ち
回

り
で

、
２

年
に

１
回

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
国

際
協

力
活

動
と

国
際

的
課

題
へ

の
貢

献
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ご

意
見

に
つ

い
て

は
、

G
G

IS
の

取
組

の
中

で
ノ

ウ
ハ

ウ
を

蓄
積

し
つ

つ
、

今
後

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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自由意見の一覧（環境部会）

【第３章 － ４ 計画の展望値（温室効果ガス削減量）】

国が気候変動サミットの中で46％削減を表明しているとは１

いえ、沖縄県では26％の現状値でも野心的な数字だと感じて

いる。

２ 沖縄振興計画はこれから総合政策として学校教育現場でも

積極的に使っていくことが考えられているなかで、実現不可

能な数字を出されると現場では使いにくい。

３ 根拠立てて説明できる沖縄らしい現実的な数値を展望値と

するべきである。

４ 国が高い目標を示している以上、国の計画と整合性を取

り、沖縄県も展望値として高い目標を掲げる必要があるので

はないか。

【第４章 基本施策１－⑴世界に誇れる島しょ型環境モデル地域

の形成】

１ 道路河川ボランティア団体から、こんなに大きな街路樹は邪

魔だという意見等もあり、沖縄に合った街路樹の在り方を環境部

からしっかりと提言するというようなことをぜひお願いしたい。

２ 街路樹の問題で、街路樹の根の張り方などで凸凹になったり

するところが高齢者や子どもたちの移動の障害になる。

【第４章 基本施策１－⑵自然環境の保全・再生・継承及び持続

可能な利用】

１ 世界自然遺産について、基本的には観光地として使っても問

題はないが、世界自然遺産登録の第一の趣旨は生態系の保持であ

別紙３
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別紙３

り、「世界自然遺産＝観光地」という意識は持っていただきたく

ない。

【第４章 基本施策２―⑺離島における安全・安心の確保と魅力

ある生活環境の創出】

１ 海岸漂着物について、ボランティアに熱心な方々はいるが、

課題も多くあり限界もある。県が相当な入れ込みをしないと、こ

の課題をクリアするには弱い。

２ 世界自然遺産の西表島などの自然度の高い国立公園でも海岸

漂着物が非常に多く回収されていない。生態系への影響も懸念さ

れるため、対策をしっかり取ることが大事である。

【第４章 基本施策５―⑷人口減少に対応し、地域社会を支える

人づくりと人材の確保】

１ ボランティアに関しては既存にあるボランティア組織などと

の整理というか、数多くつくるのがいいのか、ほかのボランティ

アの組織体制、既存にあるものを確認した上で、ボランティア育

成に取り組んで欲しい。住民はそれによっていろいろ往々されて

しまうこともある。
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